
ジ
ョ
ー
ジ
・S

・
ク
レ
イ
ソ
ン
著
『
バ
ビ
ロ
ン
大
富
豪
の
教
え
』
の
解
説 

  

 

本
書
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・S

・
ク
レ
イ
ソ
ン
著
『
バ
ビ
ロ
ン
の
大
富
豪
』
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
原
書
の
『
バ
ビ
ロ
ン
の
大
富
豪
』
は
、
著
者
が
そ
の
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
て
い
る
よ

う
に
、「
富
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
の
手
引
き
」
と
し
て
最
初
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
形
で
出
版
・
配
布
さ
れ
た
も
の
を
、
後
に
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書

は
蓄
財
の
指
南
書
で
あ
っ
て
古
代
の
バ
ビ
ロ
ン
の
歴
史
や
経
済
を
解
説
し
た
も
の
で
は
な
い
。
本
書

の
時
代
と
場
所
の
設
定
は
、
紀
元
前
７
世
紀
頃
か
ら
紀
元
前
５
世
紀
頃
ま
で
の
バ
ビ
ロ
ン
に
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
古
代
の
バ
ビ
ロ
ン
で
は
あ
り
得
な
さ
そ
う
な
こ
と

や
、
ア
ル
カ
ド
や
ダ
バ
シ
ア
の
よ
う
に
、
古
代
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
見
か
け
な
い
人
名
が
出
て
く

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
原
書
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。 

 

で
は
、
紀
元
前
７
世
紀
頃
か
ら
５
世
紀
頃
ま
で
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
極
く
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
「
ア
ッ
シ
リ
ア
」
は
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
北
部
を
さ
す
地
域
名
あ
る
い
は
そ
こ
に
生
ま
れ
た
王
国
を
、
ま
た
「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
」
は
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
南
部
を
指
す
地
域
名
あ
る
い
は
そ
こ
に
生
ま
れ
た
王
国
を
指
す
。
「
バ
ビ
ロ
ン
」
は
基
本
的

に
は
都
市
バ
ビ
ロ
ン
を
指
す
。 

 

ア
ッ
シ
リ
ア
王
国
と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
の
歴
史 

 

ア
ッ
シ
リ
ア
王
国
と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
は
、
言
葉
（
ア
ッ
カ
ド
語
）
や
文
字
（
楔
形
文
字
）
な
ど

同
じ
文
化
を
共
有
し
な
が
ら
も
政
治
的
に
は
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
。
両
王
国
が
古
代
の
オ
リ
エ
ン

ト
世
界
に
広
く
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
紀
元
前1

4

世
紀
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
時

代
は
ア
マ
ル
ナ
時
代
と
呼
ば
れ
、
ア
ッ
シ
リ
ア
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の

王
た
ち
が
対
等
の
立
場
で
手
紙
を
交
換
し
、
交
易
を
行
っ
た
国
際
的
な
時
代
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

そ
の
後
紀
元
前1

2

世
紀
に
東
地
中
海
沿
岸
地
帯
は
「
海
の
民
」
の
来
寇
、
ま
た
西
ア
ジ
ア
内
陸
部

で
は
半
遊
牧
民
の
ア
ラ
ム
人
の
大
移
動
な
ど
の
他
、
大
飢
饉
等
も
あ
り
、
西
ア
ジ
ア
一
帯
が
い
わ
ゆ

る
暗
黒
時
代
に
入
っ
た
。
こ
の
「
暗
黒
時
代
」
か
ら
最
初
に
抜
け
出
し
た
の
が
、
ア
ッ
シ
リ
ア
王
国

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
紀
元
前
８
世
紀
後
半
以
降
、
ア
ッ
シ
リ
ア
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
を
越
え
て
現
在

の
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
ま
で
も
支
配
下
に
収
め
る
大
帝
国
を
築
い
た
。
特
に
、
ア

ッ
シ
リ
ア
の
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
王
（
在
位
前6

8
0
–
6
6
9

年
）
や
そ
の
子
ア
ッ
シ
ュ
ル
バ
ニ
パ
ル
王
（
在

位
前6

6
8
−
6
2
7

年
）
は
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
エ
ジ
プ
ト
を
も
支
配
下
に
お
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ア

ッ
シ
リ
ア
帝
国
は
、
支
配
下
の
諸
地
方
か
ら
富
と
職
人
や
労
働
者
を
集
め
て
壮
大
な
都
ニ
ネ
ヴ
ェ
を



築
い
た
。 

 

他
方
、「
暗
黒
時
代
」
の
混
乱
か
ら
立
ち
直
る
の
が
遅
れ
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
テ
ィ

グ
ラ
ト
・
ピ
レ
セ
ル3

世
（
在
位
前7

4
4
−
7
4
5

年
）
以
降
、
ア
ッ
シ
リ
ア
王
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
を
兼

ね
る
な
ど
あ
り
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
支
配
下
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
ビ
ロ

ニ
ア
で
は
、
紀
元
前
８
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
ア
ッ
シ
リ
ア
に
対
す
る
独
立
の
機
運
が
高
ま
り
、
メ

ロ
ダ
ク
・
バ
ル
ア
ダ
ン
２
世
の
下
で
約1

1

年
間
（
在
位
前7

2
1−

7
1
0

年
）
独
自
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
政
権

が
実
現
し
た
。
こ
の
政
権
が
崩
壊
し
た
後
も
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
独
立
を
目
指
す
動
き
が
高
ま
る
ば
か

り
で
、
ナ
ボ
ポ
ラ
ッ
サ
ル
（
在
位6

2
5
−
6
0
5

年
）
の
下
で
、
現
在
の
イ
ラ
ン
北
部
に
興
っ
た
メ
デ
ィ

ア
王
国
と
連
携
し
て
ア
ッ
シ
リ
ア
の
旧
都
ア
ッ
シ
ュ
ル
や
首
都
ニ
ネ
ヴ
ェ
を
攻
略
（
前6

1
2

年
）、
ア

ッ
シ
リ
ア
帝
国
を
事
実
上
滅
亡
さ
せ
た
。 

 

ナ
ボ
ポ
ラ
ッ
サ
ル
の
次
に
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
と
な
っ
た
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
（
２
世
）
（
在
位
前6

0
4−

5
6
2

年
）
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
が
支
配
し
て
い
た
地
域
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
支
配
下
に
置
き
、
バ
ビ
ロ
ン

に
巨
大
で
絢
爛
た
る
都
を
造
営
、4

0

年
余
り
に
わ
た
り
王
と
し
て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
君
臨
し
た
。
エ
ル

サ
レ
ム
を
攻
略
し
（
前5

8
8
/5

8
7

年
）
、
ユ
ダ
王
国
の
住
民
を
大
量
に
バ
ビ
ロ
ン
に
連
行
し
た
の
も

（
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
）
こ
の
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
王
で
あ
っ
た
。
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
の
没
後
、
わ
ず
か
７

年
の
間
に3

人
の
王
が
立
つ
混
乱
期
を
経
て
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
６
代
目
の
王
ナ
ボ
ニ
ド
ス
（
在
位
前

5
5
5
−
5
3
9

年
）
の
治
世
に
バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
隣
国
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
の
支
配
下
に
入
る
。
ナ
ボ

ニ
ド
ス
は
、
バ
ビ
ロ
ン
の
主
神
マ
ル
ド
ゥ
ク
に
代
え
て
月
神
シ
ン
を
重
視
し
た
た
め
、
バ
ビ
ロ
ン
住

民
の
不
興
を
買
い
、
ペ
ル
シ
ア
王
キ
ュ
ロ
ス
（
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
と
し
て
の
在
位
は
前5

3
8
−
5
3

0

年
）

が
、「
救
世
主
」
と
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
紀
元
前5

3
8

年
）。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
バ
ビ
ロ
ン
は
、
キ
ュ
ロ
ス
に
よ
る
占
領
後
も
ダ
レ
イ
オ
ス
１
世
（
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王

と
し
て
の
在
位
は
前5

2
1
—
4
8
6

年
）
の
紀
元
前
５
世
紀
な
か
ば
こ
ろ
ま
で
社
会
的
、
経
済
的
な
混
乱

も
な
く
繁
栄
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
バ
ビ
ロ
ン
の
大
富
豪
」
の
時
代
的
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ツ
ア
ル
（
２
世
）
か
ら
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ

ル
シ
ア
の
王
ダ
レ
イ
オ
ス
１
世
ま
で
の1

0
0

年
余
り
の
時
代
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
テ
ネ
を
中
心

と
す
る
ギ
リ
シ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
と
の
間
で3

回
に
わ
た
り
戦
わ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
戦
争
（
紀
元
前5

0
0
-

4
4
9

年
）
が
始
ま
っ
た
の
は
ダ
レ
イ
オ
ス
１
世
の
時
代
で
、
そ
の
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
に
ク
セ
ル

ク
セ
ス
１
世
（
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
と
し
て
の
在
位
は
前4

8
5—

4
6
5

年
）
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
課
し
た
過
酷

な
税
や
灌
漑
施
設
の
荒
廃
で
バ
ビ
ロ
ン
は
衰
退
し
、
最
終
的
に
紀
元
前3

3
1

年
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
に
よ
る
侵
攻
に
よ
っ
て
バ
ビ
ロ
ン
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
た
。 

 

バ
ビ
ロ
ン
の
豪
商 



 
紀
元
前
７
世
紀
初
め
こ
ろ
か
ら
５
世
紀
初
め
こ
ろ
ま
で
の
期
間
に
何
世
代
か
に
わ
た
っ
て
バ
ビ
ロ

ニ
ア
で
活
躍
し
た
富
豪
は
大
勢
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
エ
ギ
ビ
家
と

ム
ラ
シ
ュ
家
で
あ
る
。
エ
ギ
ビ
家
は
、
紀
元
前
７
世
紀
は
じ
め
か
ら
５
世
紀
の
ダ
レ
イ
オ
ス
１
世

（
在
位
前5

2
1

-4
8
6

年
）
の
治
世
ま
で
家
屋
、
耕
地
、
奴
隷
そ
の
他
の
売
買
お
よ
び
交
換
を
行
っ
た

他
に
銀
行
業
も
営
み
、
預
金
の
預
か
り
、
約
束
手
形
の
発
行
と
受
領
、
顧
客
の
負
債
の
肩
代
わ
り
、

商
会
の
創
設
や
そ
れ
へ
の
融
資
な
ど
も
行
っ
た
。
な
か
に
は
役
人
と
し
て
王
に
仕
え
る
も
の
も
い

た
。
エ
ギ
ビ
家
は
、
国
内
の
交
易
ば
か
り
で
な
く
，
特
に
比
較
的
平
和
で
あ
っ
た
紀
元
前
６
世
紀
の

最
後
の
２
０
年
間
は
、
外
国
貿
易
に
も
携
わ
っ
た
。 

 

ム
ラ
シ
ュ
家
は
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
時
代
の
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
１
世
（
前4

6
5
-4

2
4

年
）
か
ら
ダ
レ
イ
オ
ス
２
世
（
前4

2
3
-4

0
5

年
）
の
治
世
に3

世
代
に
わ
た
っ
て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
中
部

及
び
南
部
に
於
け
る
交
易
や
金
融
事
業
に
携
わ
っ
て
富
を
蓄
え
た
。
ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
時
代
に
兵
士

や
役
人
に
対
す
る
ペ
ル
シ
ア
政
府
の
支
払
い
が
現
金
払
い
か
ら
扶
養
の
耕
地
の
貸
与
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
ム
ラ
シ
ュ
家
は
農
夫
で
は
な
い
ペ
ル
シ
ア
人
兵
士
や
役
人
に
代
わ
っ
て
こ
れ
ら
の
耕
地
を
一

括
し
て
借
受
け
て
，
更
に
小
作
に
出
す
な
ど
し
て
利
ざ
や
を
稼
い
だ
。 

 

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
貨
幣 

 

最
初
の
鋳
造
貨
幣
は
紀
元
前6

4
0

-6
3
0

年
頃
に
小
ア
ジ
ア
西
端
の
小
国
リ
デ
ィ
ヤ
で
鋳
造
さ
れ

た
。
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
時
代
に
は
打
刻
金
貨
ダ
ー
リ
ッ
ク
や
銀
貨
シ
グ
ロ
ス
な
ど
が
作
ら
れ

た
が
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
打
刻
貨
幣
や
鋳
造
貨
幣
は
使
用
さ
れ
ず
、
商
取
引
で
は
主
に
銀
が
秤
量

貨
幣
と
し
て
使
わ
れ
た
。
金
対
銀
は
お
よ
そ
１
対1

3
.3

 

の
比
率
で
交
換
さ
れ
た
。
労
働
者
の
１
ヶ
月

の
報
酬
は
銀
１
シ
ェ
ケ
ル
（
約8

.3
3

グ
ラ
ム
）
が
標
準
的
で
あ
っ
た
。 

 

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
奴
隷 

 

当
時
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
、
債
務
の
不
履
行
や
貧
困
が
原
因
で
自
由
人
が
奴
隷
に
な
っ
た
場
合
が

多
い
。
奴
隷
は
、
王
宮
や
大
神
殿
の
奴
隷
を
除
い
て
、
家
内
奴
隷
で
あ
っ
て
、
生
活
も
労
働
も
主
人

と
一
緒
に
行
っ
た
。
奴
隷
か
ら
自
由
人
へ
、
逆
に
自
由
人
か
ら
奴
隷
へ
の
移
行
も
ま
れ
で
は
な
か
っ

た
。
ム
ラ
シ
ュ
家
の
時
代
に
は
、
た
と
え
ば
ム
ラ
シ
ュ
家
の
奴
隷
が
主
人
の
代
理
と
し
て
耕
地
の
経

営
に
か
か
わ
り
、
契
約
の
際
の
証
人
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
奴
隷
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
が
多
か
っ

た
。
外
国
出
身
の
奴
隷
は
、
戦
争
に
負
け
た
国
の
住
民
が
奴
隷
と
し
て
連
行
さ
れ
て
き
た
場
合
が
多

か
っ
た
。 
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